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 ＜平成 31 年度研修会報告＞ 

 
 台風 15 号・19 号の影響で恒例の研修会の開催

が心配されましたが、１０月２７日（日）に無事

開催することができました。今回は続いた台風と

大雨の影響で農作業の遅れが出て研修会に参加で

きなかった会員もおりましたが、横須賀市の津久

井浜観光農園のみかん狩りとイチゴ温室の見学会

を会員 15 名で実施しました。みかんは少し時期が

早かったようで酸味の方が強かったですが、色づ

きの良い美味しいみかんを探して新鮮な香りと味

を楽しみました。みかん園は斜面地にあり、除草

や剪定など日ごろの手入れのご苦労が多い事がわ

かりました。みかん狩りの後近くのイチゴ栽培温

室の見学をしました。強風で傷んだビニールハウ

スもいくつかありましたが、お忙しい中、農園長

からイチゴ栽培の現状など丁寧な説明を受けまし

た。 
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みかん狩り・温室見学の後、久里浜の町へ移動し

美味しいお寿司と天ぷらをいただきながら親睦を

深め散会しました。 

来年も別の企画で研修会を行いますので、是非ご

参加ください。 

多くの会員が参加できる企画がありましたら情報

提供をお願いします。       （事務局） 

   

  ＜お酒の四方山話＞          
 

 松居靖雄（Ｓ43 年院化修） 
 昭和 37 年(1962 年)醸造学科に入学した頃、全

国にある酒蔵の数は 4,000 社弱であったが、半世

紀以上を経過する間に、企業の統廃合や倒産等が

続き、平成 29 年度は 1,378 社※となった。※令和

2 年、国税庁課税部酒税課編；清酒製造業の概況

（平成 29 年度調査分） 

 当時、戦後の米不足や食管法等の規制により日

本酒も不足してきた。そこに導入されたのが日本

酒に類似した三倍増醸清酒（三増酒）と等級別制

度が併用されるようになり、この制度は 60 年近く

継続した。 

 三増酒の製法は割愛するが、お酒の販売量は

年々減少する要因ともなった。三増酒の製造は平

成 18 年（2006 年）の酒税法改正により廃止され

た。 

 また、平成 2 年（1990 年）からは日本酒の品質

による特定名称酒制度が導入され、美味しい日本

酒が提供されるようになった。特定名称とは、国

税庁が告示した「清酒の製法品質表示基準」を満

たす清酒の分類法は下図の通り。 

 このような基準で製造された日本酒は、世界的

な和食ブームとともに認知されて、世界的になっ

てきた。 

 醸造蔵も世界的になり、製造量には大小あるも

のの、アメリカ 21 蔵、フランス、中国、カナダ各

3 蔵、イギリス、スペイン、台湾、ベトナム各 2

蔵、韓国、オーストラリア、ニュージーランド、

メキシコ、ブラジル、チリ 各 1 蔵 計 44 蔵が現在

稼働している。（参考資料：dancyu 日本酒 2020

プレジデント社）また、ハワイ、ホノルル市内に

醸造研究家である高橋千秋さんによって、日本酒

の酒蔵が 33 年ぶりに復活しました。少量生産であ

るが、今年から初出荷するとのことです。 

 ラベルの話 

 ところで、皆さんがお酒を購入するとき、お酒

のラベルを良く見たことがありますか？ ラベル

はお酒の履歴書です。ユーザーに知って頂きたい

情報の宝庫であります。この情報を使って、ご自

分あった美味しいお酒を探してみませんか？  



  湘南稲桜会だより 第４３号 令和２年４月発行 

         － ３ － 

  
上のラベルは例で、実在するお酒ではありません。 

 ①から⑧は法令で表示が義務付けられておりま

す。この他、生酒の保存方法・飲用上の注意事項・

外国産清酒を使用した場合の表示等も義務付けて

られています。 

 ⑨から⑪は法令等で定められた要件を満たすと

きだけ表示します。 

 これを基本に、③に醸造アルコールが入る場合

があります。これは上記特定名称の本醸造酒で、

醪（もろみ）を搾る（圧搾または濾過）前に少量

のアルコールを添加し、適度に味を調整している

ので“スッキリ”とした軽快なお酒となります。 

 ⑪原料米とは酒造り適した酒造好適米のことで、

代表的な銘柄は山田錦（兵庫県産）・五百万石（新

潟県産）・美山錦（長野県産）・雄町（岡山県産）・

出羽燦燦（山形県産）などがあります。お酒選び

に原料米から探すのも一つの方法です。 

 お酒選びの主要因として、裏ラベルに標記され

ている成分を見極めるのも良い方法です。 

日本酒度：甘口・辛口の目安となる指標で、（＋）

になるほど糖分が少なく辛口、（－）になるほど糖

分が多く甘口。 

酸度；酸の量を示す指標。酸度が高いと味が濃く

感じられ、甘みが隠れて、辛口となる。 

アミノ酸量：アミノ酸量を示す指標。多ければ味

のしっかりしたタイプ、少なければ淡いタイプと

言える。     

 慣れるまで大変だろうが、この諸条件を駆使し

て自分酒を探してみてはいかがですか。 

 

＜校友会神奈川県支部女子部会＞ 

                         

関 恵梨子（Ｓ50 年栄養学科） 
 東京農業大学校友会神奈川県支部で平成 29 年

９月の総会時に『女性部会の設立』の提案があり、

それに基づいて、その年の 11月に設立準備会を持

ちました。加藤支部長の『まずは参加できる方た

ちで出来るところから徐々に』の言葉より、何か

ら取りかかればよいかと考えていたところ、毎年

加藤支部長宅の竹林で、タケノコ堀りを体験して

いる会員がいらっしゃる事が分かり、手始めにそ

こから始めることにしました。 

  
平成 30年 4月第 1回のイベントとして、タケノコ

堀りを開催し、農大の校友や友人、家族も含めて

15人が参加しました。タケノコは地面から先が出

ているか否かですが、慣れていないと枯れ葉の中

から探すのが一苦労です。経験のある人に探して

頂かないとどこにあるかが分かりません。又見つ
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けても、スコップで掘って根元を切るのも、普段

やりつけていないと、地下茎は予想するよりも深

く、大変な作業です。大自然の竹林の中で、大人

も子供もタケノコ堀りを体験し、新しいつながり

を持ちました。 

 栄養学科の先輩から、タケノコの皮むきから茹

でる作業、冷凍保存の方法を聞きました。私はも

らったタケノコを、ご近所さんにおすそ分けして

喜んで頂きました。沢山のタケノコは、タケノコ

ご飯、お肉と炒め物用、甘辛煮、お吸い物等多数

の料理に使えました。その後平成 31年の 1月に女

子部会のランチ会を横浜で開催し、もう一度タケ

ノコ堀りの要望が多かったので、第 2 回目のタケ

ノコ堀りも開催し、支部長の奥様からお昼にタケ

ノコご飯をご馳走になりました。 

   
 今回、令和 2 年も明け、鎌倉散策を兼ねて銭洗

弁天、佐助稲荷を回り、大根専門料理の店『福来

鳥』でランチ会を開催しました。 

今後、女子部会の会員を増やして、更に一層色々

なレクリエーションも考えていきたいと思います。

応援よろしくお願いします。  
 

＜深澤貴光の５４年間について＞ 

 

 深澤 貴光（S63 農業工学科） 
 昭和６３年

３月に農業工

学科を卒業し

た『深澤貴光』

と申します。

この度は稲桜

会たよりに掲

載させていた

だくことにな

りましたが、

本会への参加は日が浅く私のことを知らない方も

多いと思いますので、私を知っていただくための

自己紹介とさせていただきます。 

 昭和４０年９月神奈川県横須賀市に誕生しまし

た。【記憶はありませんが衣笠病院で生まれたよう

です】その後横浜市保土ヶ谷区【引越した当時は

港北区】へ引越し(両親が在住)、現在は家庭を持

ち(妻 1、子供なし)横須賀市内に住んでいます。 

 横浜市立笹山小学校、横浜市立上菅田中学校、

神奈川県立横浜平沼高等学校を経て、昭和５９年

４月東京農業大学農学部農業工学科に入学しまし

た。サッカーを続けるつもりでしたが、当時は一

般入試組の採用が無かったので仕方なく学校内を

彷徨っていたら、学生服を着た人に捕まり『全学

応援団』に入ることになってしまいました(話すと

長くなるので割愛します)。学校には毎日行き(練

習があったため)、授業は必ず出席していましたが

７～８割位は休養と睡眠になっていました。当時

は、箱根駅伝はもちろん、野球(３年秋は１部)、

相撲、ボクシング、その他色々な活動の応援に出

向きました。かなり大変でしたが今となってはと

てもいい思い出です。昭和６３年４月に『三井不

動産建設㈱』に入社、九州、四国、東北、北海道

等で勤務し、合併(『みらい建設工業㈱へ商号変

更』)・民事再生等を経て、現在は東京都内の現場

に勤務しています 

 何気に農大のＨＰを見ていて校友会を知り、連

絡・入会することとなりましたが、今後に向け色々

な方と良好な関係を構築したいと思っています。

本会及び神奈川県支部の行事には積極的に参加し

たいと思いますので今後ともよろしくお願いしま

す。 

乱文・乱筆についてはご容赦いただきたいと思い

ます。 

 

    ＜恩師の教え＞ 
 

 水留 亨 （S44 造園学科）  
 以前平成28

年 9 月、第 36

号のたよりで

私 の 趣 味 と

「葉山女子旅

きっぷ」など

について書か

せていただき

ましたが、今

回はその後の

出来事を記し

ます。最近は

新型コロナウイルスの影響で、女子旅観光客も少

ない感じがします。また残念なことに私のフラメ

ンコギターの師匠、伊藤日出夫先生が平成 29 年 5

月 6 日に、85 歳の誕生日 5 月 27 日を目前にして
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船橋市のグループホームで逝去されました。ギタ

ーを愛して 70 年、平成 28 年が丁度 70 年でした

ので、この年までに 70 周年記念コンサートをして

引退したいと口癖のようにおっしゃっていました。

2007 年５月に三越劇場で 60 年のコンサートがあ

り、自伝「オーレ・ヒデオ」も記念出版されまし

た。去年の５月が三回忌でしたので、島根県出雲

にお墓参りさせていただきました。ギターは、す

ごく繊細な楽器で自分の気持ちがそのまま音に出

ます。練習を怠るとてきめんです。自分一人で弾

いている時はうまく弾けたかなと思っても、人前

で弾くと、メロメロになって時々音程がずれたり、

何処を弾いているのか真っ白になったりします。

イスも普段使用している高さで慣れていると、演

奏会場で用意された立派なイスにすわった時、ち

ょっとした違和感で姿勢が乱れいつも通り弾けな

くなったりします。 

 「ギターは心、人生は希望」というスローガン

を掲げ、日本のフラメンコ界のパイオニアと言わ

れた伊藤先生は、50 歳と 74 歳の二度の脳梗塞を

経験し、73 歳の時胆石で胆嚢全摘出しました。「ギ

ターも人生も、かきくけこだ」と。かは感動、き

は緊張感、くはくつろぎ、けは継続の力、こは好

奇心。ギターが弾けなくなった指を動かすため必

死のリハビリ、再起不能からの復活は、ギター一

筋フラメンコへの情熱、信念と哲学を持って歩ん

だ結果でした。著書の最後には、「人生はかきくけ

こ。音楽もかきくけこ。もっと毎日を楽しみまし

ょう。」と結んでいます。私は縁があって在職中の

2001 年 55 歳から師匠に直接教えていただきまし

たが、一流と言われる人は人一倍も何倍も普段の

練習をしている事を学びました。凡人以下である

私にとって一曲弾けるようになれば自己満足して

いますが、その一曲を間違えずに弾くことが至難

の業だということをつくづく思い知らされます、

一音一音を大切に、そしてそれなりに今の音を大

切に楽しむことにしています。音楽は丸く国境は

ありません。また、自分のすべてが音に出ます。

従って自分の人格を磨く羅針盤でもあります。 

 私が学生時代に学んだ農大合気道の修道訓のな

かに、「技を修する春風ほのぼのの氣をもってする

ものぞ」という大好きな教えがあります。ギター

もまた無極の「道」と心得て修練させていただい

ています。 

 

<会員からのたより>    
 

 研修会の出欠席回答はがきに寄せられた会員の

たよりをお伝えします。 敬称略（事務局） 

 

 

（横須賀地区） 
・石橋 順作 (S34 学林) 

  天気の良い日は散歩しています。 

・池田 厚（S48 学造） 

職場の行事で休日出勤となり、出席できませ

ん。来年の総会を楽しみにしております。 

・澤地 理（Ｓ49 学農） 

法事と重なっており申し訳ありませんが欠席

とさせていただきます。 

・林 輝幸（Ｓ49 学造） 

申し訳ありません、所用があり欠席いたしま

す。 

・中谷 真司（Ｓ55 学栄） 

  相変わらずドブ板通りで悪戦苦闘しています。 

・菊本 充（Ｓ58 学経） 

  福岡での単身赴任継続中です。 

・湖水 康史（S62 学農） 

今年は台風の影響で農作業が遅れてしまって

いるので欠席します。台風の被害も 1 回ずつ

は大きな被害というほどではなくても、2 回

あると大変になります。 

・深澤 貴光（S63 学工） 

職場近くの野球場へ大学野球を見に行きまし

た。3 回見に行って 3 回とも勝ちましたが全

体的にはパットした成績ではないのでもっと

頑張ってもらいところです。（北海道に負けち

ゃう）収穫祭も楽しみ 

・原田 義和（H3 短農） 

台風直撃 2 発（15・19 号）はキツイです。今

回はお休みします。 

・齋藤 道生（H13 学工修） 

台風被害にあわれた方へ心よりお見舞い申し

上げます。 

（鎌倉地区） 
・梅澤 稔（S33 学農） 

ご案内ありがとうございます。地元町内会で

の重要な会議と重なり残念ですが参加できな

くなりました。 

・嶋村 勝美（S39 学化） 

残念ながら別件と重なってしまいまして欠席

させていただきます。 

・安齊 勇貴（H31 国開） 

社員旅行と重なってしまい研修会不参加とな

ります。 

（逗子地区） 
・鈴木 久彌（S33 学農） 

  元気で働いています。 

・佐藤 誠吾（S37 学農） 

  お久しぶりに参加をさせて頂きます。 

・関 恵梨子（S50 学栄） 

8020 健やか親子 21 で長年活動していたこと
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が認められて、11 月 7 日 千葉県の市民会館

で授賞式に行ってきます。食生活改善推進団

体若宮会逗子支部がもらうのですが、中心で

活動しているので代表で行ってきます。地味

な活動ですけれど、継続は力なりです。 

・鈴木 由美（H 1 学造） 

お世話になっております。さきに予定が入っ

ております為、欠席いたします。 

（三浦地区） 
・川名 昌雄（S48 学農） 

好天でありますように！多くの参加があると

良いですね。 

（葉山地区） 
・水留 亨（S44 学造） 

残念ですが、文化祭行事で先約がありますの

で欠席させていただきます。 

 

＜新会員の加入勧誘のお願い＞ 
 

 日ごろより会の運営に対し、ご支援・ご協力を

いただき有難うございます。 

 校友会活動の活性化を図るため会員の加入促進

に取り組んでおりますが新規加入者があまりあり

ません。将来的に湘南稲桜会を維持発展してゆく

には新規会員の加入が急務であります。このため

には皆様方の力が必要です、お知り合いの方に一

人でも結構ですので声をかけて加入をすすめて下

さい。 校友の絆と伝統ある湘南稲桜会の無限の

発展のため是非皆さま方にお願いいします。入会

案内のチラシが事務局にありますので必要な方は

お知らせ下さい。         （事務局） 

 

  ＜会費納入のお願い＞ 
 

 毎度のお願いになりますが、年会費 3,000 円の

会費の納入をお願いいたします。年 2 回の会報｢湘

南稲桜会だより｣の刊行、研修会の開催、総会での

講演会、箱根駅伝応援等を皆様方からの会費や寄

付によって行っておりますが厳しい状況になりつ

つあります、今後も活発な活動ができますよう引

続きお願いいたします。     （事務局） 

 

    ＜編集後記＞ 
 

 湘南稲桜会だより 43 号をお届けします。 

米国からの牛肉輸入が急増している。日米貿易協

定が 1 月 1 日に発効し米国産牛肉の関税が従来の

38.5％から 26.6％となった事が大きな要因である。

4 月からは 2 年目となり 25.8％に引き下げられさ

らに輸入量は増加する見込みである。更に 2033

年 4 月には 9％となる。 

1 月上旬（1～10 日）の輸入量は財務省のまとめで

前年 1 月分（17,547 トン）の 5 割強の（9,533 ト

ン）であった。関税削減で輸入業者らが調整に動

き、大手スーパーでは 1 月下旬から米国産をはじ

め豪州産など輸入牛肉の還元セールを始めた。 

 日米貿易協定が発効し牛肉、豚肉など農畜産物

の関税は引き下げたものの自動車・自動車部品に

かける関税は 2.5％と現状のままで今後、話し合い

を続ける事となった。日本の牛肉飼育農家にとっ

て厳しい状況であり政府は所得確保に向けて真剣

に取り組む必要がある。    （M．K） 

 

＜第 24 回定期総会のお知らせ＞ 

 

 第 24 回定期総会を下記のとおり開催いたしま

す。会員の皆様のご出席をいただきたくご案内申

し上げます。 

            記 

１．日 時 令和 2年 5月 17日（日）午後 2時～6時 

２．会 場 ホテルハーバー横須賀  

        横須賀市汐入町 2-7 電話 046-822-0001 

３．議 事  （１）平成 31年度事業報告ならびに 

収支会計報告について 

        （２）令和 2年度年度事業計画ならびに 

収支予算案について 

        （３）役員の改選について 

        （４）その他 

４．コンサート 

ギター演奏（懐かしい曲からフラメンコまで） 

     水留 亨氏（昭和４４年造園学科卒業）と友人 

 奏者の水留氏には、当たよりの「恩師の教え」

で執筆もしていただきました。 

 

５．懇親会  参加費 7,000円 

        準備の都合がありますので、お手数ですが出欠

のご都合を同封のハガキにて 5月 9日までにお知

らせください。（詳細は別途ご案内いたします。） 

 
 


